



















































































2009 年 10 月に行われた第２回中日韓首脳会議において、３カ国の首脳は、なるべく早い
段階で中日韓自由貿易区に関する政府・企業・学界による合同研究をスタートさせるとい
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を強化することは、金融市場の安定を保持し、金融危機の再発を防止する有効な道筋なの




日韓と ASEAN 諸国の２国間スワップ取極の協定締結である。その後、ASEAN「10 ＋３」
の外貨間スワップ取極システムが実質的な進展を見せ、2003 年 12 月末までには、中・日・






当する 384 億米ドル、日本は同 32％の 384 億米ドル、韓国は同 16％の 192 米億ドルを出
資した 4。金融危機が生じた場合、準備基金は借金の形で流動性の困難に陥った加盟国メン
バーに対して資金援助を行う。2010 年5月 29 日、第３回中日韓首脳会議が発表した『2020
中日韓協力展望』では、金融主管部門の協調をいっそう強化し、３カ国の金融機構が互い
に相手の市場に進出することによって金融協力の強化に努め、国際金融市場の変化に応じ
るように提起した。
　中日韓金融協力が絶えず深化する状況において、山東省は東北アジアにおける日韓貿易
と外国資金を受け入れる仲介とプラットフォームとして、更に日韓向けの金融協力システ
ムを構築し、山東省を全国で最も重要な日韓経済貿易と投資の中心地にさせるべきである。
山東省と日韓との金融協力を強化するには、今の段階で、次の二つの方面から着手すべき
であろう。その一は、日韓外資系金融機構の誘致を更に強めることである。山東省が日韓
の銀行、保険、証券など金融機構との協力と交流を強化し、更に多くの優遇政策を採りな
がら、日韓の銀行、保険、証券など金融機構が山東半島に支社・支店を設けるよう誘致す
る。その二は、中日韓の間の通貨清算支払方式を積極的に模索することである。中日韓の
金融協力を推進するには、経済貿易の一体化を基礎や前提とする必要があり、清算支払シ
ステムの構築は金融協力の重要な内容であるだけでなく、また経済協力を強める基礎とな
る。現代化された清算支払システムは、３カ国間の貿易の非米ドルによる清算のスムーズ
な実現を保証し、中日韓間の貿易と投資規模の拡大に対して便利なサービスを提供する。
また３カ国の通貨の国際金融市場での利用率を高め、この地域の通貨の国際化の実現を加
３　http://baike.baidu.com/view/456107.html
４　http://finance.ifeng.com/roll/20090503/612035.shtml
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山東省と日韓との地域経済協力の強化に関するいくつかの提言
速させ、将来の東北アジア地域の通貨一体化のための条件を整えるのである。現在、まず
山東省と日韓との間で、人民元による輸出の決済と税金還付の業務を積極的に模索してお
り、日韓との通貨互換の規模を絶えず拡大させ、適切な時期に一定の範囲で日本円、韓国
ウォンとの取引区を形成することを試みる。
キーワード　山東半島　中日韓自由貿易圏　地域経済　提言
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